
１

直方体�$%&'�()*+�において，次のものを求めなさい。

���　$% ��FP，%& ��FP，$( ��FP�のとき，$*�の長さ

���　%) ��FP，%& ���FP，$* ���FP�のとき，$%�の長さ
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次の立体の体積を求めなさい。

���　��辺の長さが�D�FP�の正四面体

���　��辺の長さが���FP�の正八面体
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三角錐�$%&'�において，$% (� �FP，

$& �(� �FP，$' �(�� �FP，

�%$& �&$' �'$% ����である。

このとき，頂点�$�から�△%&'�に引いた垂線の

長さを求めなさい。
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右の図のような直方体�$%&'�()*+�があり，

　　　$( ��FP，$% ��FP，$' ��FP

である。また，3，5�はそれぞれ辺�$(，&*�上の点で，

$3 ��FP，&5 ��FP�である。辺�%)�上に点�4�を，

34�45�が最小となるようにとるとき，34�45�の長

さを求めなさい。

５

半径���FP�の球を平面で切断したら，切り口の面積が���� �FP �となった。

このとき，球の中心から平面までの距離を求めなさい。
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正三角錐�$�%&'�において，底面�%&'�は���辺の長さが

��FP�の正三角形であり，辺�$%，$&，$'�の長さは���FP

である。頂点�$�から底面�%&'�に垂線�$+�を引くと，+�は

△%&'�の重心となる。この正三角錐の体積を求めなさい。
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三角錐�$%&'�において，$% �(� �FP，$& ��FP，

$' ��FP，�%$& �&$' �'$% ���

である。このとき，次のものを求めなさい。

���　三角錐�$%&'�の体積�9

���　△%&'�の面積

���　頂点�$�から�△%&'�に引いた垂線�$+�の長さ

８

次の問いに答えなさい。

���　底面の半径が���FP�で，母線の長さが���FP�である円錐の体積を求めなさい。

���　底面の半径が���FP�で，高さが���FP�である円錐の表面積を求めなさい。
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 解説
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���　△$&*�は直角三角形であるから

　　　　 �$*  �$& � �&*  �$& � �� ��　……�①

　△$%&�も直角三角形であるから

　　　　 �$&  �$% � �%&  �� � �� 　　��……�②

　①，②�から　　 �$*  �� � �� � ��  ��

　$*!��であるから　　$* (�� �FP
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���　△$%*�は直角三角形であるから

　　　　 �$%  �$* � �%*  ��� � �%* 　　�……�③

　△%)*�も直角三角形であるから

　　　　 �%*  �%) � �)*  �� � ���  ���　……�④

　③，④�から　　　　　� �$%  ��� ���� �

　$%!��であるから　　$% ��FP
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 解説
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���　図のように，正四面体の頂点を�$，%，&，'�とする。

　△%&'�は���辺�D�FP�の正三角形であるから，辺�%&�の

　中点を�0�とすると
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　よって，△%&'�の面積は　　
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　頂点�$�から底面�%&'�に垂線�$+�を引くと，+�は�△%&'

　の重心であるから
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　よって，直角三角形�$+'�において
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　したがって，正四面体の体積は
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���　図のように，正八面体の頂点を�$，%，&，'，(，)

　とする。

　正四角錐�$�%&'(�において，頂点�$�から底面�%&'(

　に垂線�$+�を引くと，+�は�線分�(&，%'�の交点である。

　よって，直角三角形�$%+�において

　　　　　　　 �$+  �$% � �%+

　　　　　　　　　 �� � �%+ 　　……�①

　ここで，直角三角形�%+&�において，

　%+：&+：%& �：�：(� �であるから
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　よって，正四角錐�$�%&'(�の体積は
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 解説

三角錐�$%&'�の体積は
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直角三角形�$%&，$&'，$'%�において
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△%&'�において，頂点�%�から辺�&'�に垂線�%(�を引く。

&( [�FP�とおくと，直角三角形�%&(，%'(�において

　　　　 �%(  �%& � �&(  �� � �[
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よって，△%&'�の面積は　　
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頂点�$�から�△%&'�に引いた垂線を�$+�とすると，三角錐の体積は
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 解説
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右の図のような展開図の一部において，34�45�の長さ

が最小となるのは，��点�3，4，5�が一直線上にあるとき，

すなわち線分�%)�と�35�の交点の位置に点�4�があるとき

である。

5�から�$(�に垂線�5+�を引くと

　　　　3+ ����� ����FP�

　　　　5+ ��� ����FP�

よって，直角三角形�53+�において

　　　　53 ( ��� ��  (�� ���FP�

したがって，求める�34�45�の長さは

　　　　　　　　(�� �FP
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 解説
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切り口の図形は円になる。

球の中心を�2�とし，2�から平面に垂線�2+�を

引くと，+�は切り口の円の中心となる。

円の半径を�U�FP�とすると，面積が���� �FP �で

あるから　　　 ��U  ��

よって　　　　 �U  �

ここで，円�+�の円周上の���点を�3�とすると，

直角三角形�23+�において

　　　　　　　 �2+  �� � �U  �� �� �

2+!��であるから　　2+ �

したがって，球の中心から平面までの距離は　　��FP
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△%&'�は���辺���FP�の正三角形であるから，辺�%&�の中点

を�0�とすると
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よって，直角三角形�$+'�において
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したがって，正三角錐の体積は
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　よって，△%&'�は�%& %'�の二等辺三角形である。

　頂点�%�から辺�&'�に垂線�%(�を引く。

　直角三角形�%&(�において
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 解説

$ 0 %

2���　円錐の頂点を�2�とし，底面の直径の���つを�$%�とす

　ると，2�から底面に引いた垂線は，直径�$%�の中点�0

　を通る。�

　このとき，�2$0�において
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　よって，円錐の体積は　
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���　母線の長さは　( ��� ��  ����FP�

　よって，展開図における側面の扇形の面積は，
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　したがって，表面積は
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